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① 全体概要

１．社会実装に向けた施策・取組等の全体俯瞰の中での成果

＜①解決すべき社会課題＞
• 第6期科学技術・イノベーション基本計画の中でも指摘されているように、新型コロナウイルス感染症に対する蔓延防止の過程で、 

Society 5.0実現において重要なデジタルトランスフォーメーション（DX）に関する我が国の遅れが顕在化され、その対応は喫緊
の課題となっている。以上のことからSociety 5.0実現に向けDXを強力に推進する体制を構築することが急務である。

• 我が国には質の高い医療データが大量に蓄積しており、それら大規模データを有効活用し医療機器開発や創薬などに応用することで、
医療の質を向上させることが期待されている。一方で、多くの医療データは構造化されておらず、また病院内の各診療科に分散されて
保存されているため、統合的な解析が困難な状況である。また、世界的に競争が激化しているAI搭載プログラム医療機器（AI-
SaMD）の開発を中心とした、医療AI研究開発を行う上での環境整備も、充分に行われていない。

＜② 提案施策＞
• テーマ１ではSIP第３期（「統合型ヘルスケアシステムの構築」を指す。以下同じ。）事業と密に連携しながら本邦初のデジタル医
療データバンクを構築することで、我が国の医療分野全体にとって重要な医療データ基盤を整備するとともに、そのデータを二次利用
することでAI駆動型の次世代診療ワークフローの実現、医療機器開発や創薬への応用を目指す（対象疾患としては悪性腫瘍が中
心）。 

• テーマ2では臨床応用を志向した医療AI研究開発に取り組む。特に、診療負担の軽減（病変の検出や経時画像の計測を自動で
行う診療支援AIの開発）、医療安全の向上（高リスク症例を医師が診断する前に検出し、ランク付けするAIの開発）、患者予後
の向上（AIによる高リスク症例の早期発見による患者予後の向上を目指す）、医療DX人材の育成（診療データの収集、統合、運
用管理、解析等の各専門分野を担う医療DX人材の育成）という観点を重要視する。重要な点として、本BRIDGE施策の実施主
体である国立がん研究センターの研究成果を含め、日本は内視鏡診断支援AIの研究開発では世界をリードしているという優位性
がある。また、PDの研究室を中心に、本BRIDGE施策を推進する研究者は、医療AI分野では世界をリードする研究成果をこれまで
発表しており（令和6年度BRIDGE施策においても複数の重要な成果を発表）、世界最大規模の肺がん統合データベース等世界
的にも有数な悪性腫瘍に関するデータを保持していることも合わせ、国際競争力の観点においても優位性をもって、本テーマを推進す
ることが期待される。

＜③ 成果の社会実装＞
• テーマ１では本邦初のデジタル医療データバンクを構築し、公募研究推進機関及びがん研有明病院を中心としたSIP第3期事業参
画機関と密に連携しながら、社会実装を進めていく（疾患としては悪性腫瘍が中心）。特に、令和7年度中に医療機器メーカーや
製薬企業などの企業がデータを利活用する対価として、企業側からデータ使用料が支払われるシステムの構築を目指す。

• テーマ2ではAI-SaMDの開発を中心とした、医療AI研究開発を推進し、その成果を医療機器メーカーに導出するとともに、薬機法下
における医療機器承認または認証を取得することで、確実に上市・社会実装を進めていく。また、我々の成果を社会に普及させていく
という観点において、保険診療として医療AIを臨床応用する等既存の医療システムに完全に合致させ、開発した医療機器を我が国
は勿論のこと海外においても幅広く普及させることを目指す。さらに、鑑別診断用大腸内視鏡診断支援AIシステムに関してPMDAに
薬事申請を行い現在審査中であり、令和7年度中の薬事承認を目指す。
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② 全体俯瞰図

１．社会実装に向けた施策・取組等の全体俯瞰の中での成果

【SIP第３期】
統合型ヘルスケア
システムの構築

*医療デジタルツインの構築
*医療デジタルツインで開発
した病院及び個人電子カル
テの規格が､中核病院の電
子カルテとPHR の標準化
*HL7 FHIRに準拠した電子
カルテシステムの導入
*医療画像マルチポータル基
盤の活用

詳細な診療情報
薬剤情報
レセプト情報
ゲノムデータ

放射線画像データ
病理画像データ
内視鏡画像データ
皮膚画像データ

・・・

厚生労働省・政策科学総合研
究事業 [22AD0201]

保険医療分野におけるデジタルデー
タのAI研究開発等への利活用に係
る倫理的・法的・社会的課題の抽
出及び対応策の提言のための研究

デジタルデータのAI 研究
開発等への利活用に係
るガイドライン案の活用

内閣府・次世代医療基盤法を
積極的に活用

匿名加工医療情報・仮
名加工医療情報作成

に関する連携

学術研究
（世界トップレベルの成果発表を目指す基盤）

創薬への応用
（AIを積極的に活用し企業との連携を強化）

医療機器開発
（AI-SaMDの開発を中心に企業との連携を強化）

AI駆動型の次世代診療ワークフローの実現及び医療DX
人材の育成プログラム

同意取得された患
者をシステムに登録

する

患者に発生する臨床的イベント
をシステムが追跡

AIによる推論結果をリアルタイムに医
師にフィードバック

診療負担の軽減
病変の検出や経時画像の
計測を自動で行う診療支
援AIの開発
医療安全の向上
高リスク症例を医師が診断
する前に検出し、ランク付け
するAIの開発
研究活動の支援
医用画像を起点とした診療
情報構造化やAIモデル構築
を簡便化する環境の提供
医療DX人材の育成
診療データの収集、統合、
運用管理等の各専門分野
を担う医療DX人材の育成

検査データを自動
的に転送

デジタル医療
データバンクの
構築

+

医療AIプラット
フォームの
活用

AI駆動型の次世代診療ワークフローとその意義

パートナー企業出資による事業化

応用例

産学連携

産学連携

基礎研究

デジタル化/構造化された医
療データバンク* [PRISM事
業で構築された基盤を活用し
て医療データを整備・蓄積。
対象疾患としては悪性腫瘍

が中心。]

【本施策】
医療デジタルツインの発
展に資するデジタル医療
データバンクの構築と社

会実装

SIP成果の社会実装を
促進

*基盤となるシステムの全体像は
参考資料1を参照

有機的な
連携



２-1．研究成果及び出口戦略、達成状況（1年目）
テーマ デジタル医療データバンクの構築と社会実装
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・SIP第3期-B1（がん研有明病院）及びSIP第3期-D1（東大・河添班）と有機的に連携しながら、HL7 FHIRに準拠した多施設間連携が
可能な診療情報収集基盤を構築した（参考資料1,2）。特にがん研有明病院とは定例会議を開催しながら密に連携しており、がん研有明病
院-国立がん研究センター中央病院連携用FHIRリポジトリを設置するとともに、SIP/BRIDGEのデータベースを利用した治験候補患者統
合スクリーニング協業等を推進している。また、臨床情報収集を支援するデータ登録テンプレートシステムを構築し（参考資料3）、さらに医用
画像の匿名化加工処理の高精度化・自動化に取り組み、画像データに含まれる個人情報を自動検知し墨消しするマスキングエンジン等を開発
した（参考資料4）。【令和６年度の目標達成】
・AI解析を志向した世界最大規模の肺がん多層オミックスデータバンクを構築し、臨床情報は4008例、RNA-seq解析データは2436例、全
ゲノム解析データは1291例に達した（参考資料5） 。また、肺がんデータベースのデータを二次利用して、pan-negative肺がん症例の新規
創薬標的及びバイオマーカーを同定するとともに（参考資料6,7）、受動喫煙が肺がんの遺伝子変異を誘発するメカニズムの解明等、複数の
重要な成果を発表した（参考資料5）。【令和６年度の目標達成】
・肺がん統合データベース以外にも、内視鏡画像バンク（動画・静止画）、超音波画像バンク（動画・静止画）、悪性脳腫瘍における発展的
拡散強調画像バンク、婦人科腫瘍統合デジタル医療データバンクを構築し、我が国における大変貴重な医療資源となっている（参考資料
8,9）。【令和６年度の目標達成】
・本施策PDが次世代医療基盤法改正の検討WGに構成員として参加し、2024年４月１日に改正法が施行された（参考資料10）。また、本
施策PDは厚生労働省・政策科学総合研究（倫理的法的社会的課題研究事業）にも分担研究者として参加し、その成果が2024年９月
30日に「デジタルデータのAI研究開発等への利活用に係るガイドライン」という形で、厚生労働省から事務連絡が発出された（参考資料11）。
このように本BRIDGE施策は国の法整備・ガイドライン整備にも貢献するとともに、積極的な活用を進めている。【令和６年度の目標達成】

① 研究成果及び達成状況

・がん研有明病院を中心にSIP第３期事業と連携しながら、本邦に先駆ける形で、本BRIDGE事業で構築した統合データベースシステムをデ
ジタル医療データバンクとして運用し、データバンクの拡充を行っていく。また、製薬会社や医療機器メーカーなどの企業がデータを利活用する対
価として、企業側からデータ使用料が支払われるシステムの構築を目指す。
・デジタル医療データバンクのデータを二次利用して、医療機器開発に関しては医療機器メーカー、創薬に関しては製薬会社と共同研究を進め、
薬事承認を取得することや、認証基準を満たすことで継続的に臨床応用（社会実装・上市）を目指す。

② 出口戦略・研究成果の波及

・肺がんに関してはAI解析を志向した世界最大規模の多層オミックスデータを含むデジタル医療データバンクを構築しており、我が国における貴重な
医療資源であると判断している。引き続き肺がん及び他のデジタル医療データバンクを拡充し続け、国際競争力という観点で、我が国が優位に
立てるデジタル医療データバンクへと発展させていく。

③ 目標達成状況等の特記事項



２-2．研究成果及び出口戦略、達成状況（1年目）
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・AI搭載胎児心臓超音波スクリーニング支援システムを開発し、2024年７月に世界に先駆けてAI-SaMDとして厚生労働省より薬事承認を取得
した（参考資料12,13）。現在出生前胎児超音波検査への標準装備を企業（富士通）とともに目指している。【令和６年度の目標達成】
・内視鏡診断支援AIシステムの開発に関しては、2020年11月に薬事承認を取得した、大腸前がん病変及び早期大腸癌の病変候補部位検出
AI-SaMDに関して、update版を開発し2024年10月にAI-SaMDとして厚生労働省より薬事承認を取得した（参考資料14）。鑑別診断用内
視鏡診断支援AIシステムに関しては性能評価試験（DESIGN AI-03試験）を行うとともに、PMDAに薬事申請を行い現在審査中である。（参
考資料15）。【令和６年度の目標達成】
・SIP第3期事業で推進している医療LLM/LMM開発プロジェクトとも連携しながら、生成AIを用いて電子カルテから柔軟に情報を取得するシステム
を開発した（Tompei; 参考資料16）。また文章単位での類似検索のための知識グラフ化及び自由記載の知識グラフ化にも取り組んだ（参考
資料17）。さらに、BRIDGEメンバーが、SIP第3期生成AI事業を中心的に推進している国立情報学研究所の客員准教授になる等、SIP第3期
事業と積極的な共同研究及び人的交流を行った。【令和６年度の目標達成】
・皮膚画像AIプロジェクトに関しては、日本皮膚科学会と連携し学会が所有する皮膚画像データベース（NSDD）を利活用するシステムを構築し、
既存の皮膚疾患鑑別モデルにおける事前学習の最適化を検証した（参考資料18,19）。また皮膚画像AIプロジェクトにおけるBRIDGE/SIP連
携体制を構築し、有機的な連携を行った（参考資料20）。【令和６年度の目標達成】
・人材育成という観点では、本BRIDGE事業に、国立がん研究センター中央病院の若手医師・レジデント3名、また東京大学大学院医学系研究科・
京都大学大学院医学研究科・東京科学大学大学院医歯学総合研究科・昭和大学大学院医学研究科から参加した大学院生が7名、さらに理
化学研究所から参加した博士研究員が1名の計11名の若手研究者が参加した。【令和６年度の目標達成】

① 研究成果及び達成状況

・AI搭載胎児心臓超音波スクリーニング支援システムを、出生前胎児超音波検査に標準装備し普及させることで、検査者のトレーニングやクラウド化
による遠隔診断の大幅な是正が期待され、医師不足に悩む周産期、新生児医療の発展を通して、さらなる安全な妊娠・出産を実現させる
（ 「Well-being」な社会の実現に貢献）。
・鑑別診断用内視鏡診断支援AIシステムに関して、BRIDGE事業期間中に薬事承認を取得し、臨床現場に普及させることで内視鏡診断の均霑
化を実現させる。
・Tompeiシステム及び皮膚画像AI解析システムに関して、企業と連携しながら着実に事業化・社会実装を進めることで医療の質を向上させる。

② 出口戦略・研究成果の波及

・本BRIDGE施策の成果として、世界に先駆けてAI搭載胎児心臓超音波スクリーニング支援システムを開発し、厚生労働省から薬事承認を取得し
た。全国的に産婦人科医の不足と労働状態が深刻な状況の中、本BRIDGE施策の成果である、 AI搭載胎児心臓超音波スクリーニング支援シ
ステムを普及させることで、より安全な妊娠・出産を実現させることは大変意義がある。

③ 目標達成状況等の特記事項

テーマ AI駆動型の次世代診療ワークフローの実現



３．実施内容・到達目標に対する実績（令和6年度） 
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テーマ名 実施内容の概要
到達目標（KPI）

R6年度実施内容
到達目標（KPI）

R6年度実施内容
到達実績

①デジタル医療データバンク
の構築と社会実装

・【最終到達目標】医療AI研究開発を
志向した医療データプラットフォームを実
装するとともに、外部機関に安定的に
医療データを供給する環境を整備する
（TRL8）。
・【最終到達目標】イノベ－ション化の
進捗：デジタル医療データバンクのデー
タを活用した医療機器開発・創薬を積
極的に進め、製品化させるとともに、売
上高等を健全に成長させることを目指
す [1件以上]（BRL8）。

・技術開発の目標：他医療機関とも
協同して医療AI研究開発を志向した
医療データプラットフォームを構築すると
ともに社会実装を目指す（TRL7へ）
・イノベ－ション化の目標：デジタル医
療データバンクの医療機器開発・創薬
への応用 [1件以上の POC取得 ]
（BRL7へ）

・技術開発の目標：SIP第3期-B1を
主導するがん研有明病院等全国の医
療機関と協同して医療AI研究開発を
志向した医療データプラットフォームを構
築し、社会実装を目指した（TRL7
へ）。
・イノベ－ション化の目標：デジタル医
療データバンクのデータを活用して新規
pan-negative肺がん症例の治療標
的を同定[POC取得]（BRL7へ）。

②AI駆動型の次世代診療
ワークフローの実現

・【最終到達目標】技術開発の目標：
診断または治療をサポートするAIを製
品化するとともに製品を安定的に供給
させる こ と を目指す  [1件以上 ]
（TRL8）。
・【最終到達目標】イノベ－ション化の
目標：開発した医療AIの臨床応用
（社会実装）を実施し売上高等を健
全に成長させることを目指す [1件以
上]（BRL8）。
・【最終到達目標】人材育成の目標：
レジデント、大学院生及び博士研究員
など若手人材の参加を必須とし [5名
以上]、若手研究者の成果をまとめて
国際学術雑誌に掲載させる [5報以
上]とともに、BRIDGE施策の成果を基
に新しいポジションの獲得を目指す [若
手人材はテーマ1及び2双方に参加]
（HRL6へ）。

・技術開発の目標：診断または治療
をサポートするAIの開発を民間企業と
合同で行い製品化を目指す（TRL7
へ）。
・イノベ－ション化の目標：開発した医
療AIの臨床応用（社会実装）を目
指した取り組み[薬事承認を目指した
PMDAとの面談・実証実験を推進する
とともに１件以上事業計画を策定す
る] （BRL7へ）。
・人材育成の目標：レジデント、大学
院生及び博士研究員など若手人材の
参加を必須とし [5名以上]、若手研
究者の成果をまとめて国際学術雑誌に
投稿する [3報以上; 若手人材はテー
マ1及び2双方に参加]（HRL5へ）。

・技術開発の目標：超音波診断支援
AIを富士通と共同で製品化し薬事承
認を取得（TRL7へ）。
・イノベ－ション化の目標：薬事承認を
取得した超音波診断支援AIを今後出
生前検査に標準装備すべく富士通と
事業計画を策定。鑑別診断用大腸内
視鏡診断支援AIシステムに関しても社
会実装に向けた事業計画をNECととも
に策定（BRL7へ）。
・人材育成の目標：若手医師・レジデ
ント3名、大学院生7名及び博士研究
員１名の計11名が本施策に参画した。
また若手研究者の成果をまとめた論文
が3報国際誌に掲載された [若手人材
はテーマ1及び2双方に参加]（HRL5
へ）。
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４．民間研究開発投資誘発効果及びマッチングファンド（令和6年度）

テーマ1に関しては本邦初のデジタル医療データバンクを構築することで、同一患者の診療情報・ゲノム情
報・医用画像情報（放射線画像・内視鏡画像など）・薬剤情報などが紐づいたデジタルデータを一気通
貫に解析が可能となるため、創薬や医療機器開発における大変重要な医療資源となると考えられる。製
薬企業や医療機器メーカーから出資を募るとともに（約10億円程度を想定）、営利企業のデータ利用
を有料化（データ使用料の徴収：約5億円/年程度を想定）を予定している。またテーマ2に関して、AI
を活用した医療機器の社会実装に伴う民間研究開発投資誘発効果は約20億円程度を想定している。

令和6年度の見込み
①人件費：15,000千円 x 14人 = 210,000千円
②新規購入費（研究開発費）/保有品利用料 = 20,000千円
合計：230,000千円

① 民間研究開発投資誘発効果（財政支出の効率化）

② 民間からの貢献度（マッチングファンド）



５．研究開発等の具体的な内容・社会実装の目標（令和7年度）
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① 研究開発・社会実装の目標

② 研究開発等の具体的な内容
【テーマ1：デジタル医療データバンクの構築と社会実装】
・令和６年度に、SIP第3期-B1（がん研有明病院）及びSIP第3期-D1（東大・河添
班）と有機的に連携しながら構築した、HL7 FHIRに準拠した多施設間連携が可能な
診療情報取集基盤（右図）を活用しながら、SIP第3期事業推進医療機関との連携
を強化していく。特にがん研有明病院と共同で、２病院における診療データ収集および
利活用のフローを実証するとともに、治験候補患者統合スクリーニング協業等、臨床応用
を目指した共同研究を発展させていく。

・令和6年度に構築した、AI解析を志向した世界最大規模の肺がんオミックスデータバンク、
婦人科腫瘍統合デジタル医療データバンク及び各種医用画像デジタルデータバンクの拡
充を行い、データを二次利用した医療機器開発や創薬等も積極的に進めていく。また、
BRIDGE内の連携及びがん研有明病院との連携を強化しながら、他の疾患（大腸がん
【目標2000例】・膵神経内分泌腫瘍【目標700例】 ・婦人科腫瘍【目標:卵巣がん
150例、子宮頸がん120例、子宮体がん100例、子宮肉腫10例】 等）に関するデー
タも拡充しながら、国際的に優位性を持った、我が国の財産となる医療デジタルデータバ
ンクへと発展させていく。
・本BRIDGE施策PDが構成員として立法に協力した改正次世代医療基盤法、また取り纏め分担者として作成した厚生労働省の「デジタルデータのAI研究開発等への利活用
に係るガイドライン」は、医療AIの産学連携を推進する上で重要な指針となっているため、積極的に活用していく。特に、次世代医療基盤法下における認定事業者と密に連
携することは、本BRIDGE施策の成果物としてのデジタル医療データバンクを、地域医療機関や中小規模の医療機関を含む多くの医療施設で利用できる環境を整備する観
点で重要である。

・テーマ1「デジタル医療データバンクの構築と社会実装」に関しては、SIP第3期事業と連携をしながらデータバンクの拡充を行い、本邦最大規模で世界有数の、悪性腫瘍に関
するデジタル医療データバンクを構築する。また、製薬会社や医療機器メーカーなどの企業がデータを利活用する対価として、企業側が資金を提供するシステムを確立する。

・テーマ2「AI駆動型の次世代診療ワークフローの実現」について、令和6年度に薬事承認を取得した超音波診断支援AIに関しては、富士通と共同で社会実装を進めていく。
鑑別診断用大腸内視鏡診断支援AIシステムに関しては、令和7年度中の薬事承認を取得することを目指し、NECと共同で社会実装を進めていく。Tompeiシステムに関
しては、製薬会社や医療機器メーカーとも連携して社会実装を目指すとともに、皮膚画像AIプロジェクトに関しては、皮膚疾患のAll in one AIアプリのプロトタイプを完成さ
せ、一般人を対象とした実証実験を行うとともに、ビジネスモデルの検証を行う。

【テーマ2：AI駆動型の次世代診療ワークフローの実現】
・令和6年度に薬事承認を取得したAI搭載胎児心臓超音波スクリーニング支援システムに関して、富士通と共同で社会実装を進め、出生前胎児超音波検査において標準装
備できるよう普及させていく（さらなる安全な妊娠・出産を実現させる）。また確立した要素技術を他の疾患にも応用していく。

・大腸内視鏡検査時に使用する鑑別診断用内視鏡診断支援AIシステムに関しては、令和7年度中に厚生労働省より薬事承認を取得することを目指す。また、薬事承認を取
得し次第、NECと共同で幅広く本AIシステムを医療現場において普及させていく。

・生成AIを用いて電子カルテから柔軟に情報を取得するTompeiシステムに関しては、SIP第3期事業とも連携しながら社会実装を進めていく。特に、今後は東北大学・北海道
大学・岡山大学に加え、製薬会社・医療機器メーカーにも参画していただきながら、商用利用を目的とした運用システムを構築していく。

・皮膚画像AIプロジェクトに関しては、皮膚疾患用All in one AIアプリのプロトタイプを完成させ、一般人を対象とした実証実験を行い、アプリの実用性及びビジネスモデルを検
証する。その結果を基にAll in one AIアプリの性能を向上させ、社会実装を目指す。社会実装自体は、本BRIDGE施策の成果をビジネス化するために準備され、本
BRIDGEメンバーがCEOを務める株式会社Athnomedicalを中心に行う。

・医療DX人材の育成に関しては、レジデント・大学院生等若手研究者を5名以上参加させるとともに、今後リーダーとして当該分野を牽引していくよう、キャリアパスの支援を積極
的に行う。また、ワークフローを作る側の教育のみならず、今後はワークフローを使用する人材への教育も進めていく。



６．年度別の実施内容・到達目標（KPI）
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テーマ名 実施内容の概要
到達目標（KPI）

R7年度実施内容
到達目標（KPI）

①デジタル医療データバンクの構
築と社会実装

・【最終到達目標】技術開発の目標：医療AI研
究開発を志向した医療データプラットフォームを実装
するとともに、外部機関に安定的に医療データを供
給する環境を整備する（TRL8）。
・【最終到達目標】イノベ－ション化の進捗：デジタ
ル医療データバンクのデータを活用した医療機器開
発・創薬を積極的に進め、製品化させるとともに、
売上高等を健全に成長させることを目指す [1件以
上]（BRL8）。

・技術開発の進捗：医療AI研究開発を志向した医療
データプラットフォームを実装するとともに、外部機関に安
定的に医療データを供給する環境を整備する（TRL8
へ）。
・イノベ－ション化の進捗：デジタル医療データバンクの医
療機器開発・創薬への応用[社会実装に向け重点的に
取り組み、１件以上薬事承認を取得するとともに、社会
実装を進め医療現場に普及させる（BRL8へ）]。

②AI駆動型の次世代診療ワーク
フローの実現

・【最終到達目標】技術開発の目標：診断または
治療をサポートするAIを製品化するとともに製品を
安定的に供給させることを目指す [1件以上]
（TRL8）。
・【最終到達目標】イノベ－ション化の目標：開発
した医療AIの臨床応用（社会実装）を実施し売
上高等を健全に成長させることを目指す [1件以
上]（BRL8）。
・【最終到達目標】人材育成の目標：レジデント、
大学院生及び博士研究員など若手人材の参加を
必須とし [5名以上]、若手研究者の成果をまとめ
て国際学術雑誌に掲載させる [5報以上]とともに、
BRIDGE施策の成果を基に新しいポジションの獲
得を目指す [若手人材はテーマ1及び2双方に参
加]（HRL6）。

・技術開発の目標：診断または治療をサポートするAIの
製品化を民間企業と共同で進め、１件以上薬事承認
を取得するとともに、製品を安定的に供給する体制を構
築する（TRL8へ）。
・イノベ－ション化の目標：開発した医療AIの臨床応用
（社会実装）に取り組み、1件以上の薬事承認取得を
目指すとともに、企業と協同して社会実装を進め、臨床
現場に普及させていく（BRL8へ）。
・人材育成の目標：レジデント、大学院生及び博士研
究員など若手人材の参加を必須とし [5名以上]、若手
研究者の成果をまとめて国際学術雑誌に掲載させる [5
報以上]とともに、個別プロジェクトの中核を担えるよう指
導する 。また、今後リーダーとして当該分野を牽引してい
くよう、キャリアパスも支援する[若手人材はテーマ1及び2
双方に参加]（HRL6へ）。



７．工程表（令和7年度の詳細） 
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内容
令和7年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①デジタル医療データバンクの構築と社
会実装

・HL7 FHIRに準拠した多施設間連携が可能な
診療情報取集基盤を活用したSIP第3期事業
（特にがん研有明病院）との連携

・AI解析を志向した世界最大規模の肺がんオミッ
クスデータバンク、婦人科腫瘍統合デジタル医療
データバンク及び各種医用画像デジタルデータバ
ンクの拡充と社会実装

・デジタル医療データバンクのデータを二次利用し
た医療機器開発・創薬及び社会実装

②AI駆動型の次世代診療ワークフロー
の実現

・AI搭載胎児心臓超音波スクリーニング支援シ
ステムの社会実装と鑑別診断用大腸内視鏡診
断支援AIシステムの薬事承認取得及び社会実
装

・生成AIを用いて電子カルテから柔軟に情報を
取得するTompeiシステムに関して、SIP第3期
事業とも連携しながら社会実装を進める。

・皮膚疾患用All in one AIアプリの実証実験
及び社会実装

がんに関する医療データの共有と治験候補患者スクリーニング協業等、臨床応用を目指した連携

肺がんオミックスデータバンクの拡充

デジタル医療データバンクのデータを二次利用した医療機器開発・創薬及び社会実装

超音波診断支援AIシステムの社会実装

SIP第3期事業と連携したTompeiシステムの社会実装

皮膚疾患用All in one AIアプリの実証実験

内視鏡診断支援AIシステムの薬事承認取得及び社会実装

デジタル医療データバンクの社会実装
婦人科腫瘍統合デジタルデータバンク、各種医用画像デジタルデータバンクの拡充

皮膚疾患用All in one AIアプリの社会実装



８．実施体制及び実施者の役割分担（令和7年度）
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サイオステクノロジー株式会社
人工知能による診断・治療層別化モ

デルの研究開発

各省PD：浜本隆二
国立がん研究センター研究所
医療AI研究開発分野・分野長

研究開発法人
国立がん研究センター

北海道大学大学院医学研究院
北海道大学における医療知識

グラフの構築

岡山大学学術研究院医歯薬学域
岡山大学における医療知識グラフの

構築

③（テーマ2：AI駆動型の次世
代診療ワークフローの実現）
東北大学大学院医学系研究科
大規模言語モデルを用いた電子カ
ルテの医療知識グラフ化と生成系

AIによる統合

東北大学病院皮膚科
病理並びに皮膚関連AI全体で利用

可能な汎用ソフトウエア開発

④（テーマ2：AI駆動型の次世
代診療ワークフローの実現）
愛媛大学大学院医学系研究科

/日本皮膚科学会
患者のUnmet medical needs
に応えるGlobalな課題解決AIの
作成～皮膚疾患のAll in one 

app～

②（テーマ1：デジタル医療デー
タバンクの構築と社会実装）
東京大学医学部付属病院
婦人科がんにおける時間軸を考
慮したデジタル医療バンク構築と
人工知能による診断・治療層別

化モデルの開発

①（テーマ2：AI駆動型の次世
代診療ワークフローの実現）

理化学研究所
人工知能技術を用いた大規模が
ん医療データの解析：がんの本態
解明と診断・治療への応用

実施主体

SIP第3期課題「統合型ヘルスケアシステムの構築」のSIPPDが、
SIPにおける推進委員会での意見を踏まえつつ、本施策の提案、
助言及び支援を行う。また、デジタル医療データバンクの構築は、
全国のがん診療連携拠点病院等461施設への診療支援体制
を構築している国立がん研究センターを中心に実施する。本施
策の基盤となるPRISM事業及び令和6年度BRIDGE事業の
成果及び知見を継承できる施設として、理化学研究所は世界
最高レベルのスパコン「富岳」及びAI用スパコン「RAIDEN」を有
し、本施策で計画しているAI解析環境を準備できる唯一の機
関であるため、公募によらず随意契約で実施する。さらに、研究
を最大限発展させることを目的に、本施策の目標に合致した
データやリソースを保持した適切な機関と連携する必要があるが、
医療データという秘匿性が高く機微に触れるデータを取り扱うこと
から、法律や人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫
理指針を遵守しながらすぐに事業を開始することが可能な機関と
協同研究を行うという必然性がある。そのような状況を鑑み、令
和6年度BRIDGE事業において共同研究体制を構築し、IRB
承認の手続きを含め連携体制が既に整備されている東京大
学・東北大学・愛媛大学/日本皮膚科学会と随意契約で本施
策で実施することを予定している。
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９．民間研究開発投資誘発効果及びマッチングファンドの見込み（令和7年度）

テーマ1に関してはSIP第3期と密に連携しながら本邦初のデジタル医療データバンクを構築することで、同一患者の診療
情報・ゲノム情報・医用画像情報（放射線画像・内視鏡画像など）・薬剤情報などが紐づいたデジタルデータを一気
通貫に解析が可能となるため、創薬や医療機器開発における大変重要なリソースとなると考えられる。製薬企業や医
療機器メーカーから出資を募るとともに（約10億円程度を想定）、営利企業のデータ利用を有料化（データ使用料
の徴収：約5億円/年程度を想定）を予定している。またテーマ2に関して、AIを活用した医療機器の社会実装に伴う
民間研究開発投資誘発効果は約20億円程度を想定している。

令和７年度の見込み
①人件費：15,000千円 x 12人 = 180,000千円
②新規購入費（研究開発費）/保有品利用料 = 20,000千円
合計：200,000千円

① 民間研究開発投資誘発効果（財政支出の効率化）の見込み

② 民間からの貢献度（マッチングファンド）の見込み


	医療デジタルツインの発展に資するデジタル医療データバンクの構築と社会実装
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12

